
 

 

 

 

 

☆「小中連携による学力向上推進地域指定事業」研究発表会☆ 
昨年度から、２年間の「小中連携による学力向上推進地域指定」県委嘱を受け、小中の

教職員が連携して効果的な指導を行うこと、児童生徒一人一人の考えを広げ深めるために

授業改善をすることに重点を置いて研究を進めてきました。 

１１月２４日に今年度２回目の研究発表会を開催し、５年理科と９年国語の授業を公開

しました。小中教員が交流授業を実施したり、９年間の系統性を大事にした指導を行った

りして、児童生徒もより深く意欲的に学習することができています。これからも、小中一

貫校のよい環境を生かし、学力向上を目指して授業改善に努めてまいります。 

 

☆SAGA 2024 国スポ・全障スポ ハンドボール体験教室☆ 
 来年、秋に開催される国スポ大会の成年女子ハンドボール競技が文化体育館で実施され

ることから、地元の雰囲気を盛り上げようとこの体験教室が企画されました。トヨタ紡織

九州レッドトルネード SAGAから３選手から、基本ルールやパス、シュートの指導を受け

ました。ミニゲームでは、選手から、声援を受けて、元気いっぱいコートを走りました。

と も に 

 
 

～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育～ 
小城市立小中一貫校芦刈観瀾校学校便り 
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５年１組理科授業の様子 分科会の様子 ９年１組国語科授業の様子 

裏面もご覧ください。 



☆全国学習状況調査結果における課題について☆ 

４月に全国学力学習状況調査があり、６年生が、国語、算数。９年生が、国語、数学、英

語。生活や学習に対する質問紙の調査を受けました。大まかな結果をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果はあくまで平均点であり、一人一人の頑張りや結果を評価するものではありま

せん。学校としては、この結果を真摯に受け止め、より一層楽しく分かりやすい授業を心

掛けるとともに、これらの課題を改善すべく指導方法の改善を図っていきたいと思います。

今後とも学校教育へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。尚、詳しい結果につ

いては、ホームページにも掲載していますので、そちらもご覧ください。 

☆大相撲出羽海部屋力士とのふれあい会☆ 
 ４年ぶりに開催された「大相撲出羽海部屋力士とのふれあい会」。本校児童８名も参加

し、現役力士の御嶽海と小城ノ正と一緒に相撲の稽古をしました。まず、力士の指導を受

けながら、しこを踏んだり、柔軟体操をしたりして、体づくりをしました。 

その後、一人づつ力士の胸を借りて、ぶつかり稽古をしました。力士の体の大きさや力

に圧倒されそうでしたが、子供たちは、力いっぱいぶつかっていました。 

 

 

 

裏面もご覧ください。 ６年生…全国平均と比べ、国語はほぼ同じ、算数はやや上回るでした。書かれていることの題意を

正しく捉えることや割合の意味理解が不十分であると課題が見られました。 

生活や学習に関する調査では、「学校の授業時間に以外に、平日、１日当たり３０分以上

読書をする」や「学校が休みの日に、１日当たり２時間以上勉強する」ことに課題が見ら

れました。 

９年生…全国平均と比べ、国語・数学はほぼ同じで、英語は大きく下回りました。 

    国語は、我が国の言語文化に関する事項（語彙力。漢字力）に課題が見られました。特 

に、英語は、「テーマや条件に合った英文を書くことができていない」ことや「グラフや

表を関連付けた英文読解ができていない」ことに課題が見られました。 

生活や学習に関する調査では、英語に関する質問事項に課題が見られました。（授業内容

がよく分かる。日常的に英語を使う機会がある。家庭学習として、タブレットなどを使用

して英語の音声を聞いたり、話す練習をしたりする。） 

生活や学習に関する調査では、授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を週３回以上使

用する生徒が全員でした。学校が休みの日に、１日当たり３時間以上勉強することに課題

が見られました。 

 

 

股わりのお手本を見せてもらいました。力

士の方は、とても体が柔らく、日々の練習

の成果だと感じました。続けることですね。 

 


